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インフォシステクノロジーズ（NASDAQ: INFY） 

2010 年度第 3 四半期（2010 年 10-12 月期）の決算を発表 

第第第第 3 四半期の売上高は前年同期比で四半期の売上高は前年同期比で四半期の売上高は前年同期比で四半期の売上高は前年同期比で 28.7％増、前期比で増、前期比で増、前期比で増、前期比で 6.0%増増増増 

インド、バンガロール：2011 年 1 月 13 日 

ハイライトハイライトハイライトハイライト 

IFRS に基づく 2010 年度第 3 四半期の連結決算 

• 2010年度第3 四半期の売上高は15億8500万米ドル、前期比で6.0%増、前年同期比では

28.7%増 

• 2010年度第3四半期の税引き後利益*は3億9700万米ドル、前期比で6.0%増、前年同期比で

は18.9%増 

• 米国預託株式 (ADS)一株あたりの利益は0.69ドル、前期比6.2%増、前年同期比16.9%増 

• 当期中に新規顧客40社獲得 

• 当期中に社員数11,067人増加（純増5,311人） 

• 2010年12月末日時点での社員数は122,779人 

 「「「「先進国市場における高い失業率や国の債務不履行リスク先進国市場における高い失業率や国の債務不履行リスク先進国市場における高い失業率や国の債務不履行リスク先進国市場における高い失業率や国の債務不履行リスクによるによるによるによる経済復調経済復調経済復調経済復調の弱まりが、の弱まりが、の弱まりが、の弱まりが、業界成長率業界成長率業界成長率業界成長率

に影響しました。に影響しました。に影響しました。に影響しました。」と最高経営責任者兼代表取締役の」と最高経営責任者兼代表取締役の」と最高経営責任者兼代表取締役の」と最高経営責任者兼代表取締役の S・ゴパラクリシュナンは述べています。・ゴパラクリシュナンは述べています。・ゴパラクリシュナンは述べています。・ゴパラクリシュナンは述べています。当社当社当社当社

はお客様はお客様はお客様はお客様と協力して、今後の戦略と協力して、今後の戦略と協力して、今後の戦略と協力して、今後の戦略精緻化に精緻化に精緻化に精緻化に取り組んで取り組んで取り組んで取り組んでいます。います。います。います。」」」」 

業績見通し業績見通し業績見通し業績見通し 

国際財務報告基準（IFRS）に基づく当社の 2010 年度 4 四半期と 2010 年度通期（2010 年 4 月-2011

年 3 月）の見通し（連結）は以下の通りです。 

国際財務報告基準国際財務報告基準国際財務報告基準国際財務報告基準(IFRS)に基づく見通し（連結）に基づく見通し（連結）に基づく見通し（連結）に基づく見通し（連結）

# 

2010 年度第 4 四半期（2011 年 1-3 月期）

## 

• 売上高は16億100万米ドルから16億1700万米ドル、前年比成長率は23.5%から24.8%となる

見込み 

• ADS 1株あたりの収益(EPADS)は0.69米ドルから0.70米ドル、前年比成長率は13.1％から

14.8％となる見込み 

2010 年度通期

 ### 

• 売上高は60億4000万米ドルから60億6000万米ドル、前年比成長率は25.7% から26.1%とな

る見込み 

• ADS 1株あたりの収益(EPADS)は2.60米ドルから2.61米ドル、前年比成長率は13.0％から

13.5％となる見込み 

# 
主要通貨の為替レート：豪ドル／米ドル 1.02、英ポンド／米ドル 1.55、ユーロ／米ドル 1.34 

##  2010 年度に発生した OnMobile Systems, Inc 株式売却益 1100 万米ドルを除いた場合、ADS 1 株あたり

の成長率は 16.9％から 18.6％となる見込み 

### 2010 年度に発生した OnMobile Systems, Inc 株式売却益 1100 万米ドルを除いた場合、ADS 1 株あたり

の成長率は 14.0％から 14.5％となる見込み 
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サービス拡大と重要プロジェクトについてサービス拡大と重要プロジェクトについてサービス拡大と重要プロジェクトについてサービス拡大と重要プロジェクトについて 

グローバルレベルでグローバルレベルでグローバルレベルでグローバルレベルで提供サービスの拡大に引き続き力を注ぎ、提供サービスの拡大に引き続き力を注ぎ、提供サービスの拡大に引き続き力を注ぎ、提供サービスの拡大に引き続き力を注ぎ、新分野の開拓、多様化に新分野の開拓、多様化に新分野の開拓、多様化に新分野の開拓、多様化に努めていま努めていま努めていま努めていま

す。また、当社が新たに研究開発した製品およびサービスす。また、当社が新たに研究開発した製品およびサービスす。また、当社が新たに研究開発した製品およびサービスす。また、当社が新たに研究開発した製品およびサービスも多くのお客様に採用および導入も多くのお客様に採用および導入も多くのお客様に採用および導入も多くのお客様に採用および導入されてされてされてされて

いますいますいますいます。。。。 

Transformation    （企業変革サービス部門）（企業変革サービス部門）（企業変革サービス部門）（企業変革サービス部門） 

当社のソリューションは既存および新規のお客様が取り組む企業変革当社のソリューションは既存および新規のお客様が取り組む企業変革当社のソリューションは既存および新規のお客様が取り組む企業変革当社のソリューションは既存および新規のお客様が取り組む企業変革の主翼となり、業務の合理化の主翼となり、業務の合理化の主翼となり、業務の合理化の主翼となり、業務の合理化

そして多様化に大きな役割を果たしています。そして多様化に大きな役割を果たしています。そして多様化に大きな役割を果たしています。そして多様化に大きな役割を果たしています。 

欧州の多国籍企業である大手リテール会社から、マルチチャネル化を目指してオンラインビジネスを

推進するため、グローバル E コマースのロードマップおよび開発戦略を定義するというプロジェク

トを受注しました。英国の大手食料品小売店向けには、戦略的労働力管理プロジェクトを支援、スケ

ジュールリングおよびプランニングプロセスの改善に寄与しました。さらに化粧品会社向けには、パ

ートナーとして製品ライフサイクル管理システムを設計・開発・導入し、主要商品セグメントの概念

化と管理工程の合理化を支援しました。 

 

北米を拠点とする製紙・建築資材会社向けには、モバイル機会を優先付けするため、全社的なモビリ

ティ戦略、ロードマップ、ガバナンスモデルの開発を支援しました。コンテンツベースのワークフロ

ーソリューションを提供するグローバル企業からは、複雑なビジネス変革プロジェクトを推進し、次

世代型業務システムを導入するプロジェクトを受注しました。 

 

世界的大手の消費家電ブランド向けには、クラウド・サービスを活用するための、高い拡張可能性と

効率を備えたエンジニアリング・サポート・モデルを設計しました。英国を拠点とするテレコムサー

ビス会社向けには、ネットワークとサービスを合理化するハイエンドの VoIP ネットワーク導入支援

を提供しました。音声・衛星サービスを提供する大手通信企業向けには、社内 IT システムを合理化

し、従業員の生産性と柔軟性の向上に寄与しました。 

 

また、大手航空会社から、IT 効率および戦略的変革を推進するプロジェクトの実行パートナーに選ば

れました。航空・海上貨物輸送サービス会社からは、カスタム構築のグローバル貨物輸送プラットフ

ォームを複数カ国にロールアウトするという、期間にして複数年にまたがる大規模なプロジェクトを

受注しました。世界的大手の自動車会社からは、北米の顧客情報をすべて統合し、顧客チャネルを拡

大するための戦略的ビジョンを構築するプロジェクトを受注しました。 

 

Operations    （運営サービス部門）（運営サービス部門）（運営サービス部門）（運営サービス部門） 

これまで同様、お客様の運用ニーズを的確に把握し充足して、より高い投資対効果をお客様に提供これまで同様、お客様の運用ニーズを的確に把握し充足して、より高い投資対効果をお客様に提供これまで同様、お客様の運用ニーズを的確に把握し充足して、より高い投資対効果をお客様に提供これまで同様、お客様の運用ニーズを的確に把握し充足して、より高い投資対効果をお客様に提供

しています。しています。しています。しています。 

世界的大手の消費家電ブランド向けのプロジェクトでは、ロードシミュレーションツールの開発に取

り組んでおり、サーバー容量計画と稼働率を改善して大幅なコスト削減を目指しています。同社向け

の他プロジェクトでは、業務プロセスを統合してサプライチェーン・プラットフォームを新たに構築

するなどを手掛けています。世界的大手ハイテクコンピューター会社からは、レガシーHR システム

を置換して HR プラットフォームをグローバルに導入するプロジェクトのパートナーに選ばれました。 
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世界的大手香料・フレーバーメーカー向けには、ラボ管理とサンプリング工程の調整を取ることで、

関連情報への即時アクセス、意思決定の迅速化を実現するグローバル・サンプル管理システムの評価

を遂行しました。世界的大手の銅ニッケル採掘会社向けには、工場情報システムを Windows 7 プラ

ットフォームに移行するとともに、製品サポート、パフォーマンスおよびコンプライアンスの改善作

業を実施しました。 

 

大手自動車 OEM メーカーからは、共有サービス体制で複数の開発プロジェクトを統括・遂行する単

一ベンダーに選ばれました。欧州の自動車メーカーからはグローバルソーシングの優良パートナーの

一社に選ばれました。大手アグリ機械メーカーからは、工場拡大と研究開発プロジェクトへの計画投

資における ROI の改善、追跡、合理化を推進する Microsoft Enterprise Project Management (EPM)ソ

フトウェア導入パートナーに選ばれました。 

 

米国を拠点とする天然ガス・石油会社向けには、データアクセスと管理を改善するアドオンコンポー

ネントの開発に取り組んでいます。世界最大手の石油会社向けには、探査開発業務(E&P)と採掘業務

におけるデータ管理サービスの提供に取り組んでいます。米国の公益事業会社からは、Oracle 

Outage Management System と Oracle Work and Asset Management System の導入パートナーに選

ばれました。米国を拠点とするグローバル油田サービス会社向けには、HR 管理システム（HRMS）

および従業員学習管理（ELM）アプリケーションの導入に取り組んでおり、異種の HR システムおよ

び学習システムを一つのグローバルプラットフォームに集約することに成功しました。 

 

世界最大手の製薬会社からは、欧州 16 カ国に業務アプリケーションとプラットフォームのサポート

および保守を提供するプロジェクトを受注しました。世界的大手半導体メーカー向けには、

Salesforce.com の顧客関係管理（CRM）の完全導入に取り組んでいます。プロフェッショナル情報

サービス会社向けには、PeopleSoft 9.0 モジュールの導入および HR 業務変革プロジェクトに取り組

んでいます。米国を拠点とするクレジットカード会社からは、二つの大規模プロジェクトの機能テス

トサービス提供パートナーに選ばれました。 

 

Innovation        （革新サービス部門）（革新サービス部門）（革新サービス部門）（革新サービス部門） 

当社の優れた革新能力はお客様から引き続き高く評価されています。当社の優れた革新能力はお客様から引き続き高く評価されています。当社の優れた革新能力はお客様から引き続き高く評価されています。当社の優れた革新能力はお客様から引き続き高く評価されています。 

大手航空機装置製造会社からは、航空機プログラムに属するサブシステムの設計・分析を完全受注。

同社との関係性はさらに拡大しており、同プロジェクトでは製品開発コストを削減、開発時間を短縮

し、生産性の改善を目指しています。大手航空機製造会社向けには、無線 ID（RFID）ベースのエク

スペリエンス・シアターの開発に取り組んでいます。別の大手航空機製造会社では、民間航空機プロ

グラムに属する飛行機の翼構造およびシステム統合設計に取り組んでいます。 

 

ドキュメント・メールサービス提供会社向けには、取引明細やダイレクトメール、カタログのデジタ

ル提供オプションを顧客に提供するデジタルメール・プラットフォームの設計・開発に取り組んでい

ます。プロフェッショナル情報サービス会社向けには、診療時における臨床情報に関連の質問に迅速

かつ的確な回答を提供する臨床情報リソースの開発に取り組んでいます。 
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世界的大手ソフトウェア企業向けには、製品販売に影響を与えうる外部有力者を特定・評価・有効化

するプラットフォームを開発しています。大手消費家電ブランド向けには、次世代型リテール・エク

スペリエンスを提供することで店舗における買物客のショッピングエクスペリエンスを促進するモバ

イルアプリケーションの開発プロジェクトに取り組んでいます。米国を拠点とするインターネットサ

ービス会社向けには、コンテンツの関連性を高めてモダナイゼーションを促進する、共通統合コンテ

ンツプラットフォームの開発に取り組んでいます。米国を拠点とするネットワーキング・ソリューシ

ョン提供会社向けには、新しい統合コミュニケーション・ゲートウェイの開発・テスト・維持管理を

手掛けています。 

 

ホスピタリティ・ソフトウェア会社向けには、ソフトウェア製品を国際化して欧米アジアの市場ニー

ズに対応するためのプロジェクトに関与しています。世界最大手のアグリビジネス企業からは、コラ

ボレーションソリューションと統合コンテンツ・ナレッジ管理プラットフォームの構築プロジェクト

を受注しました。 

 

流動性について流動性について流動性について流動性について 

2010 年 12 月 31 日現在の売却可能金融資産および譲渡性預金を含めた現金・預金および現金同等物

は 36 億米ドル（2009 年 12 月 31 日現在は 31 億米ドル）。 

「「「「世界経済の復調が今後も続くかはっきりとしてはいませんが、それにより多大な流動性が創出さ世界経済の復調が今後も続くかはっきりとしてはいませんが、それにより多大な流動性が創出さ世界経済の復調が今後も続くかはっきりとしてはいませんが、それにより多大な流動性が創出さ世界経済の復調が今後も続くかはっきりとしてはいませんが、それにより多大な流動性が創出さ

れることが予想されますれることが予想されますれることが予想されますれることが予想されます」と最高財務責任者（」と最高財務責任者（」と最高財務責任者（」と最高財務責任者（CFO）の）の）の）の V・バラクリシュナは述べています。「・バラクリシュナは述べています。「・バラクリシュナは述べています。「・バラクリシュナは述べています。「わわわわ

れわれが重要視している対象は変わらず、収益成長率とマージンのバランスが取れた高品質の成長れわれが重要視している対象は変わらず、収益成長率とマージンのバランスが取れた高品質の成長れわれが重要視している対象は変わらず、収益成長率とマージンのバランスが取れた高品質の成長れわれが重要視している対象は変わらず、収益成長率とマージンのバランスが取れた高品質の成長

性を継続していくことにあります。性を継続していくことにあります。性を継続していくことにあります。性を継続していくことにあります。 

 

取締役会について取締役会について取締役会について取締役会について 

当社は本日付の取締役会にて R Seshasayee を追加取締役メンバーに選任しました。R サシャシャ

イは、年次総会にて非選任者から正式な承認を受けるまでの間取締役会に参加します。 

R サシャシャイは Ashok Leyland Limited の代表取締役です。公認会計士でもある R サシャシャイは、

1971 年に Hindustan Lever 社に入社してキャリアをスタートさせ、1976 年に Ashok Leyland に入社

し、1983 年に事業本部長、1993 年には代表取締役代理、1998 年に代表取締役に就任し、キャリア

を築いてきました。 

 

「「「「R サシャシャイサシャシャイサシャシャイサシャシャイは強固なリーダーシップ思想とガバナンス、倫理観を併せ持った稀有な企業リーは強固なリーダーシップ思想とガバナンス、倫理観を併せ持った稀有な企業リーは強固なリーダーシップ思想とガバナンス、倫理観を併せ持った稀有な企業リーは強固なリーダーシップ思想とガバナンス、倫理観を併せ持った稀有な企業リー

ダーです。当社での今後の活躍を期待していますダーです。当社での今後の活躍を期待していますダーです。当社での今後の活躍を期待していますダーです。当社での今後の活躍を期待しています」」」」会長兼チーフメンターの会長兼チーフメンターの会長兼チーフメンターの会長兼チーフメンターの N.R.ナラヤナ・ムルテナラヤナ・ムルテナラヤナ・ムルテナラヤナ・ムルテ

ィーは述べています。ィーは述べています。ィーは述べています。ィーは述べています。 

 

当社について当社について当社について当社について 

インフォシス（NASDAQ: INFY）は、Global 2000 企業がフラット化する世界で勝ち抜くために不可

欠な IT 主導型ビジネスソリューションを定義、設計、導入しています。このビジネスソリューショ

ンは、顧客企業に卓越した戦略と経営力を提供することを目的としています。弊社の顧客企業は、弊

社が先駆けたグローバル･デリバリ･モデルを活用することで透明性のあるビジネスパートナー、世界

クラスのプロセス、迅速なプロジェクト実行、IT コストの削減を実現することができます。弊社は世
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界各地に 50 余りの事業所と 127000 人余りの従業員を擁します。また、NASDAQ-100 インデックス

の上場企業です。詳細は弊社ウェブサイトをご覧下さい：www.infosys.com 
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セーフ・ハーバー条項セーフ・ハーバー条項セーフ・ハーバー条項セーフ・ハーバー条項 

本リリースに掲載されている報告書の一部は、弊社の将来的な成長を予測するものであり、多くのリ

スクや不確定要素が介在しているため、実績と大きく異なる場合があります。このようなリスクと不

確定要素には、収益の変動、弊社の成長管理能力、費用効率に影響する可能性のある IT サービス分

野における競争の激化、インドにおける人件費の高騰、高い技能をもつ専門的な人材を確保する弊社

の能力、固定価格・固定時間による契約における時間や経費の超過、顧客の集中化、出入国制限、業

界セグメントの集中化、国際業務を管理する弊社の能力、弊社の主力分野であるテクノロジーの需要

低下、通信ネットワークの崩壊あるいはシステムの故障、企業買収を成功させる弊社の能力、弊社サ

ービス契約に対する損害賠償責任、戦略投資した企業の業績、政府援助の打ち切り、政治不安および

地域紛争、インド国外での増資・企業買収に対する法的制限、弊社知的所有権の不正使用、この業界

に影響を与える経済情勢などが考えられます。弊社の将来的な業績に影響すると思われるその他リス

クについては、2009 年会計年度（2010 年 3 月 31 日付）年次報告書（Form 20-F）や 2010 年第 1 四

半期（2010 年 4 月－6 月期）ならびに 2010 年第 2 四半期（2010 年 7 月－9 月期）の四半期報告書

（Form 6-K）を含め、米国証券取引委員会へ提出された弊社報告書に詳細に記載されています。こ

れらの報告書は、www.sec.gov でご覧いただけます。インフォシスは、米国証券取引委員会や弊社株

主への報告書など、書面および口頭により将来の展望を適宜発表する場合がありますが、弊社により

随時発表された将来の展望について更新する義務を負わないものとします。 

お問合わせ先お問合わせ先お問合わせ先お問合わせ先 

投資家関連投資家関連投資家関連投資家関連 

 

Avishek Lath（インド） 
+91 (80) 4116 7744 

Avishek_lath@infosys.com 

Sandeep Mahindroo（米国） 
+1 (646) 254 3133 

sandeep_mahindroo@infosys.com 

メディア対応メディア対応メディア対応メディア対応 Sarah Vanita Gideon（インド） 
+91 (80) 4156 4998 

Sarah_Gideon@infosys.com 

Peter McLaughlin（米国） 
+1 (213) 268 9363 

 Peter_McLaughlin@infosys.com 
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Unaudited Condensed Consolidated Interim Financial Statements prepared in compliance with 
IAS 34, Interim Financial Reporting 

Infosys Technologies Limited and subsidiaries  

  (Dollars in millions except share data) 

 Unaudited Condensed Consolidated Balance 
Sheets as of 

September  30, 2010 March 31, 2010 

ASSETS      

Current assets     

Cash and cash equivalents $3,427 $2,698 

Available-for-sale financial assets 8 569 

Investment in certificates of deposit 434 265 

Trade receivables 928 778 

Unbilled revenue 235 187 

Derivative financial instruments 4 21 

Prepayments and other current assets 175 143 

Total current assets 5,211 4,661 

Non-current assets   

Property, plant and equipment 1,008 989 

Goodwill 183 183 

Intangible assets 12 12 

Deferred income tax assets 69 78 

Income tax assets 143 148 

Other non-current assets 116 77 

Total non-current assets 1,531 1,487 

Total assets $6,742 $6,148 

LIABILITIES AND EQUITY    

Current liabilities    

Trade payables $8 $2 

Current income tax liabilities 201 161 

Client deposits 2 2 

Unearned revenue 133 118 

Employee benefit obligations  33 29 

Provisions 18 18 

Other current liabilities  430 380 

Total current liabilities  825 710 

Non-current liabilities    

Deferred income tax liabilities 1 26 

Employee benefit obligations  44 38 

Other non-current liabilities  13 13 

Total liabilities  883 787 
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 Unaudited Condensed Consolidated Balance 
Sheets as of 

September  30, 2010 March 31, 2010 

Equity    

Share capital- `5 ($0.16) par value 600,000,000 
equity shares authorized, issued and 
outstanding 571,201,074 and 570,991,592, net 
of 2,833,600 treasury shares each as of 
September 30, 2010 and March 31, 2010, 
respectively 64 64 

Share premium 697 694 

Retained earnings  5,096 4,611 

Other components of equity  2 (8) 

Total equity attributable to equity holders of the 
company 5,859 5,361 

Total liabilities and equity  $6,742 $6,148 

Infosys Technologies Limited and subsidiaries  

Unaudited Condensed Consolidated Statements of Comprehensive Income 

(Dollars in millions except share data) 

  Three months ended 
September  30, 

Six months ended 
September  30, 

2010 2009 2010 2009 

Revenues $1,496 $1,154 $2,854 $2,276 

Cost of sales  855 662 1,655 1,305 

Gross profit 641 492 1,199 971 

Operating expenses:     

Selling and marketing expenses 82 57 156 110 

Administrative expenses 107 85 207 173 

Total operating expenses 189 142 363 283 

Operating profit 452 350 836 688 

Other income, net 57 49 110 104 

Profit before income taxes 509 399 946 792 

Income tax expense 135 82 246 162 

Net profit $374 $317 $700 $630 

Other comprehensive income      

Fair value changes on available-for-sale 
financial assets, net of tax effect – – (1) – 

Exchange differences on translating 
foreign operations 199 $(10) 11 $226 

Total other comprehensive income  $199 $(10) $10 $226 

Total comprehensive income $573 $307 $710 $856 

Profit attributable to:     

Owners of the company   $374 $317 $700 $630 

Non-controlling interest – – – – 
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  Three months ended 
September  30, 

Six months ended 
September  30, 

2010 2009 2010 2009 

 $374 $317 $700 $630 

Total comprehensive income  
attributable to:      

Owners of the company   $573 $307 $710 $856 

Non-controlling interest – – – – 

 $573 $307 $710 $856 

Earnings per equity share     

   Basic ($) 0.65 0.56 1.23 1.10 

   Diluted ($) 0.65 0.56 1.23 1.10 

Weighted average equity shares used in 
computing earnings per equity 
share     

   Basic 571,131,367 570,343,178 571,083,717 570,229,204 

   Diluted 571,358,817 571,046,545 571,345,695 570,948,478 
 


